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流 行 性 角 結 膜 炎

※平成30年1月1日より百日咳が全数把握疾患となりました。また、風しんの届出が「診断後7日以内」から「診断後直ちに」と変更になりました。
※平成30年5月1日より急性弛緩性麻痺が全数把握疾患となりました。

【感染症発生動向調査】　   ※定点医療機関からの情報をもとに集計  【学校欠席者情報】　※保育園、幼稚園、小中学校、高等学校の欠席者情報です。

県中地域の状況

流
行
中

〈インフルエンザ〉
　県内全域で流行が続いています。乳幼児は脳症を、高齢者は肺炎を伴うなど、重症化するおそ
れがありますので、早期受診を心掛けてください。感染経路は飛沫感染、接触感染です。

※飛沫感染
　患者の咳やくしゃみのしぶきに含ま
　れる細菌等を吸い込むことで感染し
　ます。マスクの着用や咳エチケット
　を実施してください。
※接触感染
　細菌等が付着した手で口や鼻に触れ
　ることで感染します。手洗い、うが
　い、頻繁に人が触れる場所(ドアノ
　ブ等)についての環境整備など基本
　的な対策を徹底することが必要で
　す。

小
流
行
中

〈咽頭結膜熱〉
　アデノウイルスの感染により、38～39度台の発熱、のどの痛み、結膜炎といった症状を引き
起こす、小児に多い病気です。患者とのタオルの共用など綿密な接触は避けましょう。
〈Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎〉
　A群レンサ球菌による上気道の感染症です。感染経路は飛沫感染、接触感染です。
〈感染性胃腸炎〉
　食品や飲料水をとおし経口的に細菌、ウイルスなどの病原体が腸に感染してさまざまな消化器
症状を引き起こす病気です。
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この情報に関するお問い合わせ先：県中保健福祉事務所 医療薬事課 感染症予防チ－ム 

ＴＥＬ：0248-75-7818    E-mail：kenchu_kansensyoyobou@pref.fukushima.lg.jp 

インフルエンザの流行が続いています。 
 第６週は前週と比較し患者数が1620人減少しています。2週連続で患者数が減少している状況ですが、定点

医療機関からの報告数が1定点あたり30以上であるため、インフルエンザの流行は警報レベルです。1定点あた

りの報告数が10以下となると、警報レベルが解除されます。 

○外出後の手洗い等 
 流水・石鹸による手洗いは、ウイルスを物理 

的に除去するために有効な方法であり、インフ 

ルエンザに限らず接触や飛沫感染などを感染経 

路とする感染症の対策の基本です。また、アル 

コールによる消毒も有効であるため、アルコー 

ル製剤による手指衛生も効果があります。 

 

 
○飛沫感染対策としての咳エチケット 
 インフルエンザの主な感染経路は咳やくしゃ 

みの際に口から発生される小さな水滴（飛沫） 

による飛沫感染です。咳やくしゃみを他の人に 

向けて発しない、また、咳やくしゃみなどが出 

るときはできるだけマスクをするなど、普段か 

ら咳エチケットを心がけてください。 


